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はじめに

健康長寿を規定する要因は色々と指摘されていますが、生物学的（遺伝的）要因、自然

環境や社会・文化的環境要因、保健・医療・福祉制度の充実、そして生活する個々人のラ

イフスタイルは特に大きな要因ではないでしょうか。

昭和６２年よりスタートしました私どもの大宜味村での健康長寿の要因に関する調査研

究は、老化と寿命に関する総合的追跡研究として現在に至っています。これまでの研究か

ら大宜味村の高齢者の食生活に大きな特徴が見られました。動物性タンパク質、野菜類、

豆類の摂取量が豊富で、食塩摂取量が極めて少ない。このことはそのまま沖縄の食の特徴

でもありました。

また生涯現役意識が強く、就労、ボランティア活動、老人会への参加、地域の伝統行事

への積極的な参加など、余生を家で静かに送るというのではなく、地域との緊密な関わり

を持って生き生きと生活しており、極めて高い社会活動性を維持していました。

休養の視点からの睡眠の分析では、極めて良好な睡眠の質を保っていることもわかりま

した。

これらの栄養、運動、休養は我々のライフスタイルの根幹をなすもので、他人に任せ

ず、自分の責任において日々の生活で実践していくものです。

また沖縄独特の精神風土も高齢者の生活を包み込み、生きがいや主観的幸福感、地域と

の強い絆を保つのに大きく影響しているようです。

今沖縄の「長寿」が揺らいできた。若い世代がせっかくの誇りうる財産を受け継いでい

ないからです。膨大な資料故、解析の途中ではありますが、目前に介護保険の施行がせ

まっている今こそ、健康寿命の伸長が如何に大切か、本報告書から感じとってもらえると

幸いです

研究代表者平良一彦

（琉球大学教育学部教授）
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研究の概略

１）研究の目的

沖縄県はわが国の代表的な長寿県として知られており、本県の長寿要因を探る研究

は、これまでにいくつかの報告が見られるが、更なる知見の集積が望まれている。

申請者らは沖縄の長寿要因を探るため、昭和６２年４月に本県の長寿村、大宜味村を主

たるフィールドにして沖縄の健康長寿の要因に関する調査（老化と寿命に関する総合的長

期追跡研究）を開始した。その結果、大宜味村は東北地方農村の老人に比べ、医学的検

査、食生活、ADL、就業率、ソーシャルサポート、社会活動性の面で大きな違いがみら

れた。そしてこのような違いが本県の長寿と深く関わっているであろうことを指摘した。

しかし、高齢者が自立し、かつ社会的に貢献しうる心身の能力を保持した生活をめざす

には真の老化の過程を知り、老化を制御する要因を明らかにする必要があり、そのために

は特定の人々を追跡していく縦断的研究が必須である。そのような背景から本研究をを企

画した。

本研究では昭和６２年１月１日現在大宜味村に住民登録をしていた６５歳以上の老人

で、同年４月の初回調査に応じた老人をコホートとして初回時と同様の医学的及び社会心

理学的調査を実施することにより、１０年後の実態を把握し、各種指標の変動とそれぞれ

の指標の相互の関連性を分析する。まｽﾞﾐi遡三Lつ活動量や生活体力、睡眠の実態､高齢者の

介護に関する実態を分析す…よＷ者の健康の質をさらに深く検討してい‘
２）対象地域の概要と研究対象者，

調査対象地域の大宜味村は沖縄本島北西部に位置し、県都那覇市から北に焼く８７、

北部圏の中心市である名護市から約２２の距離にある。西は東シナ海に綿糸、東は山岳

地帯を境に東村に、北は国頭村に、南は名護市に接している。地勢は東西８，南北14.4

で面積は64.15であるが、山岳地帯が多く、全面積の70％は山林で、幸地は極めて狭

く、田畑は全面積の9％を占めるのみである。

本村は県内でも有数の長寿村として戦前からその名が知られている地域である。人口は

1955年以降減少傾向が見られて、1985年国勢調査で3,567人、1995年国勢調査では
34,37人となっている。しかしその後農業の見直し、村内雇用の拡大などにより、人口は

安定傾向にある。

対象者は、初回時に医学検診を受けた711名中、総合的活動能力が確認された689名で

ある。分析対象者はその後10年間で197名が死亡し、その他、表１，表2のような転掃が見
られた。
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表１調査対象者及び調査参加者と追跡調査参加者

1996年（平成8年）1987年（昭和62年）

女女 男男

検診受診者

会場
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表２性・年齢区分別の対象者の予後

前期老人

予後人数％

後期老人 合計

人数％人数％
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死亡率は、昭和62年の対象者711名中、生死を確認していない23名を除く688名におけ

る死亡者197名は、28.6％であった。
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